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ケーススタディーで知る営農のヒント

STA
RT UP!営農の未来が始まっています

ホクレンでは、販売・購買・営農支援の三位一体

による事業運営のもと、「農業所得の向上」と「生

産基盤の強化」を目的に、生産現場におけるさま

ざまな課題や要望に対して、JA・各関係機関の

皆さまと連携して、「実証試験」・「生産振興」など

に取り組んでいます。

当冊子は、過去に実施した主要な取り組みとそ

の成果をまとめたものです。

これらの取り組みを全道の優良事例として参考

にしていただき、より良い営農の手がかりとして

ご活用してもらえれば幸いです。今後とも、生産

現場の課題解決に向けて努力していきますの

で、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上

げます。

2022年11月

ホクレン農業協同組合連合会
農業総合研究所　営農支援センター
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ケーススタディーで知る営農のヒント 01

●JA伊達市での振興作物「さつまいも」で特産品作り

実証試験カテゴリー

「さつまいも」の栽培試験取り組み

2021～2022年度実施年度

JA伊達市対　象

胆振農業改良普及センター、伊達市経済環境部農務課協力関係機関

POINT

苫小牧支所営農支援室実　施

　

北
海
道
の
中
で
も
気
候
の
温
暖
な

伊
達
市
は
多
種
多
様
な
野
菜
類
の
栽

培
が
盛
ん
で
す
。一
方
、メ
イ
ン
と
な
る

品
目
が
少
な
い
こ
と
か
ら
新
た
な
特
産

品
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、J
A
伊
達
市
で
は
新
た
な

振
興
作
物
と
し
て「
さ
つ
ま
い
も
」を
選

定
し
、生
販
一
貫
の
流
通
体
制
の
構
築

に
よ
り
、特
産
品
と
し
て
取
り
扱
い
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

J
A
伊
達
市
が
目
指
す
特
産
品

3
種
類
の「
さ
つ
ま
い
も
」で

栽
培
試
験

写真2.　定植風景

写真1.　新たな振興作物「さつまいも」

　
「
さ
つ
ま
い
も
」の
栽
培
適
性
の
検
証

や
生
産
体
制
の
確
立
を
進
め
る
た
め
、

2
0
2
1
年
度
は
J
A
伊
達
市
の
試

験
圃
場
で「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」「
シ
ル
ク
ス

イ
ー
ト
」「
べに
は
る
か
」の
3
品
種
に
つ

い
て
、栽
培
か
ら
貯
蔵・販
売
に
至
る
ま

で
の
課
題
抽
出
や
対
応
策
を
検
討
す
る

試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
品
種
も
、購
入
し
た
切
り

苗
を
定
植
し
、無
農
薬
で
栽
培
し
ま
し

た（
写
真
2
）。

　
栽
培
中
は
茎
葉
が
繁
茂
す
る
前
に
管

理
機
な
ど
で
畝
間
の
雑
草
処
理
を
行
い
、

除
草
剤
は
使
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、2
0
2
1
年
度
の
夏
期
は
高

温
少
雨
で
し
た
が
、生
育
は
旺
盛
で
水

不
足
の
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、収
量
は
多
か
っ
た
も
の
の
収

穫
時
の
キ
ズ
や
折
れ
、巨
大
塊
根
の
発

生
に
よ
り
正
品
率
が
低
下
し
、ハ
リ
ガ

ネ
ム
シ
の
食
害
な
ど
も
あ
り
ま
し
た

（
写
真
3
）。

　

貯
蔵
試
験
で
は
、簡
易
キ
ュ
ア
リ
ン
グ

処
理
中
の
結
露
で
軟
化
、萎
れ
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、品
種
に
よ
る
違

い
も
確
認
さ
れ
ま
し
た（
写
真
4
）。こ

う
し
て
、栽
培
か
ら
貯
蔵
ま
で
の
試
験

を
実
施
す
る
こ
と
で
、品
種
の
特
性
や

課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た（
表
1・2
、

図
1・2
）。　

し
お
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表1. 試験設計表2. 収穫結果

※10a当たり想定収量=定植本数2,500本/10aとして試算

写真3.　収量調査風景

ベニアズマ

ベニアズマ（株間40cm）

ベニアズマ（株間30cm）

シルクスイート（株間40cm）

シルクスイート（株間30cm）

べにはるか（株間30cm）

シルクスイート

べにはるか

ベニアズマ

シルクスイート

べにはるか

40cm
30cm
40cm
30cm

定植本数 定植日 収穫日 マルチ
960

6月1日
340
800

6月3日
450

30cm 590

2S

4,050kg

3,025kg

2,650kg 6月17日

10月8日 グリーン

チョコ10月16日

10月8日

10月16日

株間品種

1,639kg

625kg

1,099kg

1.6kg

1.1kg

1.2kg

129日

121日

127日

2,517℃

2,494℃

2,363℃

1株平均重量収穫日 収穫量 栽培日数 積算温度品種 10a当たり想定収量※

さ
つ
ま
い
も
の
産
地
化
に
向
け
て

図1. 階級構成比

ベニアズマ（株間40cm）

ベニアズマ（株間30cm）

シルクスイート（株間40cm）

シルクスイート（株間30cm）

べにはるか（株間30cm）

図2. 等級構成比

写真4.　簡易キュアリング写真5.　官能評価の実施（ホクレン食品流通研究課）

S M L 2L 3L

外品 切芋 C品 B品 マル品 A品

12％ 14％ 26％ 14％ 15％ 19％

11％ 23％ 23％ 18％ 12％ 16％

12％ 18％ 25％ 17％ 17％ 12％

9％ 23％ 30％ 25％ 11％

19％ 25％ 30％ 19％ 5％

6％ 7％ 5％ 81％

3％6％ 22％ 69％

3％5％ 16％ 3％ 14％ 59％

10％ 25％ 2％ 17％ 46％

4％1％ 95％

4％

3％

　

収
穫
か
ら
1
カ
月
貯
蔵
後
に
ホ
ク
レ

ン
食
品
流
通
研
究
課
で
試
食
に
よ
る
官

能
評
価
と
成
分
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
準
と
し
た
茨
城
県
産
の
同
品
種

と
の「
焼
き
芋
」の
官
能
評
価
で
は
、い

ず
れ
の
品
種
も
品
質
は
や
や
劣
り
課

題
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」に
つ
い
て
は
総
合
的
な

好
み
に
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
写
真
5
）。

　

ま
た
、販
路
開
拓
の
た
め
ホ
ク
レ
ン

園
芸
開
発
課
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
試

食
会
や
加
工
向
け
の
試
作
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
収
穫
時
に
見
ら
れ

た
各
種
障
害
に
つ
い
て
改
善
の
方
向
性

が
見
え
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
2
年

３
月
末
に
は
苗
代
軽
減
効
果
を
確

認
す
る
た
め
の
採
苗
試
験
を
実
施
。

2
0
2
2
年
度
は
試
験
範
囲
を
拡
大

し
、
7
カ
所
（
J
A
試
験
圃
+
生
産
者

試
作
圃
6
カ
所
）
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
試
験
栽
培
を
行
う
生
産
者

へ
は
、
土
壌
分
析
、
圃
場
巡
回
、
各
種

調
査
を
適
時
実
施
し
、
さ
つ
ま
い
も
産

地
化
に
向
け
た
先
進
地
域
視
察
や
研
修

会
も
開
催
予
定
で
す
。
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ケーススタディーで知る営農のヒント 02

●コムギ縞萎縮病の低減に向けた栽培管理方法の確立

実証試験カテゴリー

秋播き小麦におけるコムギ縞萎縮病対策取り組み

2020～2023年度実施年度

JA北いしかり・JAいしかり・JA新しのつ対　象

石狩農業改良普及センター石狩北部支所協力関係機関

POINT

札幌支所営農支援室実　施

　
2
0
2
1
年
度
4
月
下
旬
の
調
査

で
は
、「
石
狩
北
部
地
域
」の
秋
播
き
小

麦
全
圃
場
の
う
ち
1
7
2
圃
場
で
黄

化
症
状
を
確
認
し
、病
理
検
診
で
コ
ム

ギ
縞
萎
縮
病
が
検
出
さ
れ
ま
し
た（
写

真
1
・
2
）。

　
こ
の
中
に
は
、同
一
生
産
者
が
異
な

る
地
域
で
所
有
す
る
圃
場
で
の
発
生

も
あ
り
、重
機
に
よ
る
土
の
移
動
が
感

染
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。

　
石
狩
北
部
地
域（
石
狩
市
、
当
別
町
、

新
篠
津
村
）の
秋
播
き
小
麦「
き
た
ほ
な

み
」作
付
圃
場
に
お
い
て
、融
雪
後
の
小

麦
に
葉
の
黄
化
症
状
や
萎
縮
症
状
が
多

発
。発
生
状
況
調
査
と
病
理
診
断
か
ら
、

土
壌
中
の
微
生
物
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル

ス
病「
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
」と
同
定
さ
れ

ま
し
た
。コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
は
道
内
の

主
要
な
小
麦
栽
培
地
帯
の
ほ
ぼ
全
域
に

広
が
っ
て
お
り
、
重
症
に
な
る
と
収
量

の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
秋
播
き
小
麦
は
石
狩
北
部
地
域
に

お
け
る
経
営
の
屋
台
骨
で
あ
り
、コ
ム

ギ
縞
萎
縮
病
対
策
に
よ
る
生
産
性
確

保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
の
発
生

発
生
実
態
の
把
握

写真1.　石狩北部地域　コムギ縞萎縮病発症圃場（赤色圃場）　

石
狩
川
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病
害
への
対
策
と
し
て
、秋
の
播
種
前
に

殺
菌
剤「
フ
ロン
サ
イ
ド
S
C
」の
効
果
確

認
試
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
剤
を

播
種
前
に
土
壌
混
和
す
る
こ
と
で
、生
育

初
期
の
根
への
感
染
を
軽
減
で
き
、起
生

期
の
発
症
抑
制
や
生
育
確
保
の
効
果
が

確
認
さ
れ
ま
し
た（
表
1・2
、写
真
3
）。

見
ら
れ
ず
、
費
用
対
効
果
も
判
然
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
が
多
発
す
る
地
域

は
、
総
じ
て
収
量
性
が
低
い
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
背
景
に
は
、
水
田
転
作
畑
ゆ

え
の
土
壌
透
水
性
の
悪
さ
や
小
麦
の
連

作
に
よ
る
酸
度
低
下
・
土
壌
硬
化
な
ど

の
悪
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
本
実
証
を
通
じ
て
コ
ム
ギ

縞
萎
縮
病
の
発
生
要
因
を
解
明
し
、
薬

剤
施
用
だ
け
で
は
な
く
、
土
壌
透
水
性

の
改
善
や
輪
作
体
系
の
確
立
な
ど
（
図

1
）
、
持
続
可
能
な
圃
場
生
産
性
の
向

上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
、
同
じ

課
題
を
抱
え
る
産
地
間
で
の
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

栽
培
方
法
確
立
へ
調
査
継
続

写真3.　殺菌剤施用効果（枠線内無処理区）

写真2.　発症程度左から小・中・大

殺
菌
剤
を
用
い
た
防
除
効
果
確
認

図1.　北石狩型輪作体系の例

②秋播き小麦の前作に緑肥・野菜を導入

（後作野菜） （後作緑肥） （後作秋播き小麦）

（後作野菜） （間作秋播き小麦）

③大豆間作小麦を導入

秋播き小麦 かぼちゃ 人参 小豆

①畑作地帯の基本輪作体系

（後作緑肥） （後作秋播き小麦）

秋播き小麦 大豆 馬鈴しょ てん菜

秋播き小麦 馬鈴しょ 小豆 露地野菜

（前作野菜）（後作野菜）

④子実とうもろこし・てん菜などの新規作物を導入
秋播き小麦 子実

とうもろこし 大豆 てん菜

（後作緑肥）（後作緑肥）（間作秋播き小麦） （後作秋播き小麦）

×2作⑤田畑輪換を導入
秋播き小麦 大豆 秋播き小麦 大豆

小豆

大豆

水稲

　
2
0
2
0
年
度
の
試
験
で
は
、
播
種

前
の
薬
剤
施
用
に
よ
る
根
の
感
染
抑
制

が
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
病
気

の
発
症
抑
制
と
生
育
向
上
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
収
量
と

発
症
程
度
・
生
育
に
明
確
な
相
関
性
は

表1. 2021年秋試験　
　　 生産者圃場ごとの
　　 生育初期病原密度（根）

13.1

23.4

17.0

22.6

A

B

C

D

生産者

表2. 2021年秋試験　収量調査結果

A

B

C

D

処理

無処理

差（処理-無処理）

処理

無処理

差（処理-無処理）

処理

無処理

差（処理-無処理）

処理

無処理

差（処理-無処理）

精麦率収量
（％） （g） （％）

品質

粗原
精麦

2.0mm 2.2mm 2.0mm 2.2mm 1,000粒重 タンパク

（kg/10a）

1013

870

143

784

634

149

986

965

20

834

814

20

993

832

161

749

605

144

972

952

20

805

776

29

934

746

188

680

538

142

928

920

7

743

701

41

98.0

95.5

2.5

95.5

95.4

0.1

98.6

98.7

－0.1

96.5

95.3

1.2

92.2

85.7

6.5

86.8

84.9

1.9

94.1

95.4

－1.2

89.0

86.1

2.9

36.4

34.5

1.9

34.6

34.4

0.2

35.8

36.4

－0.6

36.0

33.9

2.1

9.74

10.60

－0.86

11.26

10.91

0.34

11.69

12.52

－0.83

11.70

11.03

0.66

ロット生産者薬剤処理区の
ウイルス量比

（無処理区対比、％）
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ケーススタディーで知る営農のヒント 03

●「うぃずOne」を用いたトマトの各地区における作型の管理法確立

実証試験

褐
色
根
腐
病
対
策
と
し
て
導
入

カテゴリー

トマト隔離床養液栽培システム「うぃずOne」の
導入による褐色根腐病対策試験

取り組み

2020～2022年度実施年度

JA新はこだて対　象

渡島農業改良普及センター本所協力関係機関

POINT

函館支所営農支援室実　施

給水源

コントローラ

栽培槽

栽培槽

栽培槽

図1.　「うぃずOne」の設置イメージ

写真1.　試験圃場（2021年）

　

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
む

J
A
新
は
こ
だ
て
の
上
磯・大
野
地
区
、

森（
濁
川
）地
区
で
は
、土
壌
病
害
で
あ

る
褐
色
根
腐
病
の
多
発
に
よ
る
収
量
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

褐
色
根
腐
病
は
、3
〜
4
月
の
低
温

期
に
定
植
す
る
作
型
や
、連
作
し
て
い

る
ハ
ウ
ス
、冬
も
フ
ィ
ル
ム
を
被
覆
し
て

い
る
ハ
ウ
ス
に
発
生
が
多
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、養
液
栽
培
シ
ス

テ
ム「
う
ぃ
ず
O
n
e
」を
褐
色
根
腐

病
発
生
圃
場
に
導
入
、栽
培
技
術
の
確

立
に
よ
り
、収
量
向
上
を
目
指
す
試
験

を
2
0
2
0
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
1・2
）

　
「
う
ぃ
ず
O
n
e
」は
、隔
離
床
で
あ

る
た
め
、ハ
ウ
ス
内
土
壌
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
栽
培
が
可
能
。肥
培
管
理

も
容
易
な
こ
と
か
ら
、道
内
で
も
導
入
が

進
ん
で
お
り
、褐
色
根
腐
病
対
策
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
図
1
）。
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①

②

③

④

⑤

1重＋カーテン

1重＋カーテン

1重

1重

1重

農業用水

農業用水

井戸水

井戸水

井戸水

239

460

348

222

222

558

920

696

444

444

2

2

1

1

1

定植
（3/29)

収穫開始
（上旬）

収穫終了
（上旬）

定植
（5/12)

収穫開始
（上旬）

収穫終了
（下旬）

定植
（６/21)

収穫開始
（上旬）

収穫終了
（下旬）

定植
（7/18)

収穫開始
（中旬）

収穫終了
（下旬）

定植
（3/5）

収穫開始
（下旬）

収穫終了
（上旬）

表1.　耕種概要等（2021年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※⑤は2022年実施

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月圃場 ハウス構造 水源 箱数 株数 年数

五
つ
の
作
型
で
栽
培
試
験
を
実
施

栽
培
管
理
方
法
が
徐
々
に
確
立

作
型
ご
と
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
確
立
へ

0

5

10

15

20（t/10a）

図2.　可販果収量（2020～21年度の試験実績）写真2.　「うぃずOne」設置の様子
①半促成長期どり栽培 ②夏秋どり栽培

16.7 2021年　　2020年

7.7

11.212.2

　

J
A
新
は
こ
だ
て
で
は
、各
作
型
に

お
け
る
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
確
立
す
る

こ
と
で「
う
ぃ
ず
O
n
e
」の
普
及
を

後
押
し
、生
産
性
の
向
上
や
安
定
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、養
液
濃
度
の
調
整
や
生

育
に
応
じ
た
給
液
な
ど
肥
培
管
理
を

改
善
し
、2
0
2
2
年
度
の
試
験
に

お
い
て
も
知
見
の
蓄
積
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
む

J
A
新
は
こ
だ
て
の
上
磯・大
野
地
区
、

森（
濁
川
）地
区
で
は
、土
壌
病
害
で
あ

る
褐
色
根
腐
病
の
多
発
に
よ
る
収
量
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

褐
色
根
腐
病
は
、3
〜
4
月
の
低
温

期
に
定
植
す
る
作
型
や
、連
作
し
て
い

る
ハ
ウ
ス
、冬
も
フ
ィ
ル
ム
を
被
覆
し
て

い
る
ハ
ウ
ス
に
発
生
が
多
く
な
る
傾
向

①半促成長期どり栽培、②夏秋どり栽培（通常栽培）、③夏秋どり栽培（収穫ピーク9月栽培）、④温泉熱利用通年栽培（抑制栽培）、⑤温泉熱利用通年栽培（促成栽培、調査中）

　

2
0
2
1
年
度
の
半
促
成
長
期
ど

り
栽
培
で
は
、可
販
果
収
量
が
10
a

当
た
り
16・7
t
と
前
年
の
2
倍
以
上

に
な
り
ま
し
た
。夏
秋
ど
り
栽
培
で
は

通
常
栽
培
で
前
年
実
績
の
1.1
倍（
図

2
）、収
穫
開
始
が
そ
れ
よ
り
遅
い
、収

穫
ピ
ー
ク
９
月
栽
培
に
お
い
て
も
前
年

の
夏
秋
ど
り（
通
常
栽
培
）と
同
等
の

収
量
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
、温
泉

熱
利
用
通
年
栽
培（
抑
制
栽
培
）で
も

慣
行
の
土
耕
栽
培
と
概
ね
同
等
の
収

量
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
調
査
は
、①
半
促
成
長
期
ど
り
栽

培
、②
夏
秋
ど
り
栽
培
（
通
常
栽
培
）、

③
夏
秋
ど
り
栽
培
（
収
穫
ピ
ー
ク
9
月

栽
培
）、④
温
泉
熱
利
用
通
年
栽
培（
抑

制
栽
培
）の
四
つ
に
、2
0
2
2
年
3
月

か
ら
⑤
温
泉
熱
利
用
通
年
栽
培
（
促
成

栽
培
、調
査
中
）を
加
え
た
五
つ
の
作
型

で
行
って
い
ま
す（
表
1
）。

　

半
促
成
長
期
ど
り
栽
培
と
夏
秋
ど

り
栽
培（
通
常
栽
培
）は
、
例
年
を
上

回
る
8
t
／
10
a
の
収
量
を
目
指
し
、

夏
秋
ど
り
栽
培
（
収
穫
ピ
ー
ク
9
月

栽
培
）
と
温
泉
熱
を
利
用
し
た
通
年

栽
培
（
抑
制
栽
培
と
促
成
栽
培
）
は
、

収
量
が
安
定
的
に
得
ら
れ
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
中
心
に
、「
う
ぃ
ず
Ｏｎｅ
」

に
よ
る
栽
培
管
理
方
法
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、養
液
栽
培
シ
ス

テ
ム「
う
ぃ
ず
O
n
e
」を
褐
色
根
腐

病
発
生
圃
場
に
導
入
、栽
培
技
術
の
確

立
に
よ
り
、収
量
向
上
を
目
指
す
試
験

を
2
0
2
0
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
1・2
）

　
「
う
ぃ
ず
O
n
e
」は
、隔
離
床
で
あ

る
た
め
、ハ
ウ
ス
内
土
壌
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
栽
培
が
可
能
。肥
培
管
理

も
容
易
な
こ
と
か
ら
、道
内
で
も
導
入
が

進
ん
で
お
り
、褐
色
根
腐
病
対
策
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
図
1
）。
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ケーススタディーで知る営農のヒント 04

●自動潅水（給液）システム導入による省力化と軽労化の実現

実証試験カテゴリー

自動潅水（給液）システム利用型栽培体系の確立取り組み

2021～2024年度実施年度

JAとまこまい広域、JAむかわ、JAにいかっぷ対　象

胆振農業改良普及センター東胆振支所協力関係機関

POINT

苫小牧支所営農支援室実　施

　
施
設
園
芸
分
野
の
課
題
に
つ
い
て

管
内
の
各
J
A
と
協
議
を
行
い
、
今

後
の
生
産
力
の
維
持
・
向
上
に
は
、

ハ
ウ
ス
環
境
の
制
御
自
動
化
に
よ
る

省
力
化
が
欠
か
せ
な
い
と
の
認
識
を

共
有
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
、

J
A
む
か
わ
、
J
A
に
い
か
っ
ぷ
の

3
J
A
が
、
自
動
潅
水
（
給
液
）
シ

ス
テ
ム
の
実
証
試
験
を
行
い
、
省
力

化
技
術
の
普
及
と
栽
培
体
系
の
確
立

施
設
園
芸
の
省
力
化
等
が
課
題
に

自
動
潅
水（
給
液
）シ
ス
テ
ム
の
検
討

ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
栽
培
の
省
力
化
実
証

写真1.　自動潅水システム

よくばりタイマー

ドサトロン

　

胆
振
・
日
高
管
内
で
は
、
夏
は
冷

涼
、
冬
は
少
雪
の
気
候
を
生
か
し
た

施
設
園
芸
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
農
家
数
の
減
少
や
担
い
手

の
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
の
深
刻
化

な
ど
に
よ
り
、
施
設
園
芸
分
野
の
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
や
省
力
化
・
軽
労

化
の
実
現
、
新
規
就
農
者
へ
の
栽
培

技
術
継
承
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

に
向
け
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
J
A
む
か
わ
管
内
の
ト
マ
ト
部
会
で

は
、
生
産
者
約
60
戸
が
ハ
ウ
ス
約

8
0
0
棟
、
合
計
約
27　
ha
で
夏
秋
ど
り

栽
培
を
中
心
に
ト
マ
ト
栽
培
を
行
って
い

ま
す
。
2
0
1
7
〜
2
1
年
度
の
5
年

間
で
、
部
会
員
数
は
17
％
減
少
し
て
お

り
、
効
率
化
・
省
力
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
度
の
実
証
で
は
、
1
戸

の
生
産
者
圃
場
に
お
い
て
、
全
24
棟

の
ハ
ウ
ス
の
う
ち
、
8
棟
に
自
動
潅

水
（
給
液
）
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
試

験
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
1
・
2
、

表
1
）。

　
生
産
者
か
ら
は
「
試
験
区
は
収
穫
繁

忙
期
で
も
潅
水
頻
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
猛
暑
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
尻
腐
れ
等
の
生
理
障
害
の
発
生
が

少
な
か
っ
た
。
2
0
2
2
年
度
は
新
し

い
井
戸
を
作
り
、
ト
マ
ト
作
付
け
予
定

の
全
24
棟
で
自
動
潅
水
制
御
を
行
う
」

と
の
感
想
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
潅
水
の
設
定
に
必
要
な
タ
イ
マ
ー

セ
ッ
ト
や
液
肥
混
入
の
作
業
を
1
人
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
（
1
棟
当
た
り
所

要
時
間
は
約
5
分
）
た
め
、
慣
行
区
と

比
較
し
て
労
働
時
間
を
約
9
割
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
表
2
）。

　
総
収
量
に
つ
い
て
は
、
慣
行
区
が
上

回
っ
た
も
の
の
、
規
格
内
収
量
は
試
験

区
が
上
回
り
、箱
出
荷
の
規
格
内
A
品
、

B
C
品
の
い
ず
れ
も
試
験
区
が
慣
行

区
を
上
回
り
ま
し
た
（
図
1
）。

　
ま
た
、
裂
果
の
割
合
も
慣
行
区
が

23.
5
％
の
と
こ
ろ
試
験
区
で
は
3.4
％

と
大
幅
に
少
な
く
、
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
土
壌
乾
湿
の
差
が
小
さ
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
（
図
2
）。　
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J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
の
ト
マ

ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
、
J
A
に
い

か
っ
ぷ
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
で
も
同
様

の
実
証
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
自
動

潅
水
装
置
の
有
効
性
の
確
認
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
を
自
動
潅
水

（
給
液
）
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
栽

培
方
法
の
確
立
・
普
及
に
つ
な
げ
て

い
け
る
よ
う
、
情
報
共
有
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
進
め

写真2.　JAむかわ管内の生産者圃場

表1. 耕種概要（2021年度）　

No.1ハウス
試験区（東西）
No.2ハウス
慣行区（南北）

りんか 4月14日 7月23日
6月8日

6月9日
11月1日 80cm 40cm 3ベッド 2本 1本 6.25

株/㎡
ダーク
グリーン

定植日品種名 播種日 収穫始 収穫終
定植方法

ベッド幅 株間 ベッド数 条数 仕立て数 密度 マルチ色
試験区分

No.1ハウス
試験区（東西）
No.2ハウス
慣行区（南北）

無 無
有 よくばりタイマー＋ドサトロン＋電磁弁

（8棟制御）

無
井水

潅水システム暖房機 自動巻き上げ機
原水有無有無 有無 機械構成

試験区分

図1.　規格別収量の比較

A

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000
kg/10a

1792.5

669.5

2759.6

1915.9

7137.5

3177.5

1175.8

1577.7

809.5

6740.5

BC
訳・バラ
規格外

5931.0

5221.6

試験区

慣行区

慣行区

5分／8棟（1人）

3.5時間／12棟（2人）

44回

16回
※5日に1回で換算

※胆振農業改良センター東胆振支所調べ

3.7時間／8棟（1人）

56時間／12棟（2人）

1.4時間（1人）

14時間（2人）

1回の潅水にかかる
労働時間 期間中の潅水回数 合計労働時間 合計労働時間

※10a≒100坪3棟

表2.　労働時間調査結果（推定）

図2.　規格外内訳

0

20

40

60

80

100

8.8
2.9
17.6

23.5

23.5

5.9
8.8
5.9

12.1
6.9

20.7

13.8

36.2

6.9

花落ち
チャック
形状
傷
裂果
重量
色むら
灰色かび
ゴースト

2.9

3.4

%

自動潅水区慣行区 自動潅水区

規格内率
が向上！裂果が

減少！

　
J
A
む
か
わ
管
内
の
ト
マ
ト
部
会
で

は
、
生
産
者
約
60
戸
が
ハ
ウ
ス
約

8
0
0
棟
、
合
計
約
27　
ha
で
夏
秋
ど
り

栽
培
を
中
心
に
ト
マ
ト
栽
培
を
行
って
い

ま
す
。
2
0
1
7
〜
2
1
年
度
の
5
年

間
で
、
部
会
員
数
は
17
％
減
少
し
て
お

り
、
効
率
化
・
省
力
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
度
の
実
証
で
は
、
1
戸

の
生
産
者
圃
場
に
お
い
て
、
全
24
棟

の
ハ
ウ
ス
の
う
ち
、
8
棟
に
自
動
潅

水
（
給
液
）
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
試

験
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
1
・
2
、

表
1
）。

　
生
産
者
か
ら
は
「
試
験
区
は
収
穫
繁

忙
期
で
も
潅
水
頻
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
猛
暑
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
尻
腐
れ
等
の
生
理
障
害
の
発
生
が

少
な
か
っ
た
。
2
0
2
2
年
度
は
新
し

い
井
戸
を
作
り
、
ト
マ
ト
作
付
け
予
定

の
全
24
棟
で
自
動
潅
水
制
御
を
行
う
」

と
の
感
想
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
潅
水
の
設
定
に
必
要
な
タ
イ
マ
ー

セ
ッ
ト
や
液
肥
混
入
の
作
業
を
1
人
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
（
1
棟
当
た
り
所

要
時
間
は
約
5
分
）
た
め
、
慣
行
区
と

比
較
し
て
労
働
時
間
を
約
9
割
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
表
2
）。

　
総
収
量
に
つ
い
て
は
、
慣
行
区
が
上

回
っ
た
も
の
の
、
規
格
内
収
量
は
試
験

区
が
上
回
り
、箱
出
荷
の
規
格
内
A
品
、

B
C
品
の
い
ず
れ
も
試
験
区
が
慣
行

区
を
上
回
り
ま
し
た
（
図
1
）。

　
ま
た
、
裂
果
の
割
合
も
慣
行
区
が

23.
5
％
の
と
こ
ろ
試
験
区
で
は
3.4
％

と
大
幅
に
少
な
く
、
シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
り
土
壌
乾
湿
の
差
が
小
さ
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
（
図
2
）。　
　

No.1ハウス

N
o.2ハ

ウ
ス

JAむかわ 実証試験 
生産者圃場（全24棟）

井戸→

自動潅水ハウス
（8棟）
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ケーススタディーで知る営農のヒント 05

●タイストール牛舎（つなぎ牛舎）用搾乳ロボット

実証試験カテゴリー

タイストール牛舎の搾乳作業省力化取り組み

2021年度～実施年度

株式会社ピュアライン協力関係機関

POINT

訓子府実証農場実　施

　
北
海
道
の
酪
農
飼
養
形
態
の
約

95
％
が
家
族
経
営
、
そ
の
う
ち
の

60
％
程
度
が
つ
な
ぎ
飼
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
タ
イ
ス
ト
ー
ル（
つ
な
ぎ
）

牛
舎
は
、
一
頭
一
頭
に
目
が
行
き
届

く
一
方
、
給
餌
や
搾
乳
に
労
力
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
作
業
の
省
力
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
タ
イ
ス
ト
ー
ル

用
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
そ
の
解
決
策

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農

場
で
は
、
40
頭
飼
育
可
能
な
タ
イ
ス

ト
ー
ル
牛
舎
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
初
と

な
る
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
2
0
2
1
年
12

月
に
導
入
。
寒
冷
地
に
お
け
る
動
作
確

認
を
経
な
が
ら
、
2
0
2
2
年
2
月
か

ら
自
動
運
転
に
よ
る
搾
乳
を
実
施
し
ま

し
た
（
写
真
1
）。　

タ
イ
ス
ト
ー
ル
牛
舎
用
ロ
ボ
ッ
ト
で

搾
乳
作
業
の
省
力
化

　
タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
牛
舎
内
に
設
置
し
た
レ
ー
ン
に

沿
っ
て
牛
の
と
こ
ろ
ま
で
移
動
し
、
足

に
装
着
し
た
タ
グ
で
対
象
の
牛
を
確
認

し
ま
す
。

　
次
に
、
ア
ー
ム
で
牛
を
ロ
ボ
ッ
ト
内
に

引
き
寄
せ
、
分
房
の
洗
浄
後
に
ユ
ニッ
ト

搾
乳
工
程
と
導
入
メ
リ
ッ
ト

を
装
着
、
搾
乳
を
開
始
し
ま
す
（
写
真

2
・
3
）。
乳
が
出
な
く
な
っ
た
分
房
か

ら
ユ
ニ
ッ
ト
が
1
本
ず
つ
離
脱
す
る
の

で
、
過
搾
乳
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
管
理
ソ
フ
ト

に
は
、
搾
乳
や
牛
群
の
個
体
情
報
管
理

の
ほ
か
、
分
房
ご
と
の
乳
質
に
関
す
る
警

告
機
能
も
あ
り
ま
す
。、
生
産
者
が
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
シ
ス
テ
ム
の
遠
隔
モ
ニ
タ
ー
を
チ
ェッ

ク
し
た
り
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
で

牛
舎
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
状
況
も
確
認
し

た
り
で
き
ま
す
（
写
真
4
）。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
搾
乳
作
業
時
間

の
削
減
に
加
え
、
更
な
る
効
果
や
付
加

価
値
の
向
上
、
作
業
の
省
力
化
に
つ
な

が
る
か
な
ど
の
検
証
を
行
って
い
ま
す
。

写真1.　搾乳ロボット全景
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START UP！

　
タ
イ
ス
ト
ー
ル
用
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

は
、
牛
舎
内
に
設
置
し
た
レ
ー
ン
に

沿
っ
て
牛
の
と
こ
ろ
ま
で
移
動
し
、
足

に
装
着
し
た
タ
グ
で
対
象
の
牛
を
確
認

し
ま
す
。

　
次
に
、
ア
ー
ム
で
牛
を
ロ
ボ
ッ
ト
内
に

引
き
寄
せ
、
分
房
の
洗
浄
後
に
ユ
ニッ
ト

　

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農
場
で

は
、
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
生
産
者
に
向

け
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
扱
い
業
者
と
連
携
し

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
を
実
践
で
伝
え

る
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。

視
察
研
修
会
や
技
術
研
修
も

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
後
の

乳
検
デ
ー
タ
に
つ
い
て

を
装
着
、
搾
乳
を
開
始
し
ま
す
（
写
真

2
・
3
）。
乳
が
出
な
く
な
っ
た
分
房
か

ら
ユ
ニ
ッ
ト
が
1
本
ず
つ
離
脱
す
る
の

で
、
過
搾
乳
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
管
理
ソ
フ
ト

に
は
、
搾
乳
や
牛
群
の
個
体
情
報
管
理

の
ほ
か
、
分
房
ご
と
の
乳
質
に
関
す
る
警

告
機
能
も
あ
り
ま
す
。、
生
産
者
が
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
シ
ス
テ
ム
の
遠
隔
モ
ニ
タ
ー
を
チ
ェッ

ク
し
た
り
、
搭
載
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
で

牛
舎
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
状
況
も
確
認
し

た
り
で
き
ま
す
（
写
真
4
）。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
搾
乳
作
業
時
間

の
削
減
に
加
え
、
更
な
る
効
果
や
付
加

価
値
の
向
上
、
作
業
の
省
力
化
に
つ
な

が
る
か
な
ど
の
検
証
を
行
って
い
ま
す
。

写真2.　搾乳ロボット前景写真3.　ユニット装置写真4.　搾乳中の画面

図1.　乳量の推移

ロボット以外 ロボット群

分房ごとの
搾乳状態が
グラフ表示
されます。

アームで牛
をロボット内
に引き込み
ます。

※搾乳後に分房を消毒する液

　
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
搾
乳
開
始
後
の
乳

検
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳

以
外
の
牛
と
比
較
し
ま
し
た
。
ホ
ク
レ

ン
訓
子
府
実
証
農
場
で
は
「
ロ
ボ
ッ
ト

以
外
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
群
」
と
も
に
1

日
2
回
搾
乳
で
あ
り
、
乳
量
に
大
き
な

差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図

1
）
。
体
細
胞
数
（
図
2
）
に
つ
い
て

も
同
様
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
「
乳

量
低
下
」
や
「
乳
房
炎
罹
患
率
の
増

加
」
の
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
デ
ー
タ
を
集
積
し
、

泌
乳
成
績
の
調
査
を
継
続
し
ま
す
。

ひ
に
ゅ
う

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（kg）

（日）0 50 100 150 200 250

ロボット以外 ロボット群

図2.　体細胞数の分布

（%）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

-50 50-99 100-149 150-199 200-249 250-299 300-349 400-449 450-
体細胞数（×1,000個） ロボット以外：フリーストールのミルキングパーラーでの搾乳・

　　　　　　タイストールのパイプラインでの搾乳

見
え
て
き
た
課
題
と

今
後
の
取
り
進
め

　

タ
イ
ス
ト
ー
ル
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
当
初
の
厳
冬
期
に
は
、
洗
浄
ラ

イ
ン
や
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
液
※
の
凍
結
な

ど
寒
冷
地
特
有
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
の
で
、
安
定
稼
働
に
向
け
て
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
導
入
に
は
牛
舎
見
直
し
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ス
ト
ー

ル
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
搾
乳
作

業
省
力
化
の
効
果
に
見
合
っ
た
も
の

で
あ
る
か
を
示
す
た
め
、
検
証
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。
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●鮮度保持フィルムXtendⓇによるメロンの長期貯蔵の可能性検討
●ようてい冬メロンとして販売、ブランド確立を目指す

生産振興カテゴリー

長期貯蔵メロンの取り組み取り組み

2020～2021年度実施年度

JAようてい対　象

後志農業改良普及センター協力関係機関

POINT

倶知安支所営農支援室実　施

　

J
A
よ
う
て
い
で
は
、長
期
貯
蔵
メ

ロ
ン
に
適
し
た
品
種
と
し
て「
レ
ッ
ド

1
1
3
」を
選
定
し
、蘭
越
町
の
生
産

者
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た「
秀
」「
優
」

等
級
の
4
〜
6
玉
規
格（
8
kg
／
箱
）

メ
ロ
ン
を
S
t
e
p
a
c
社
製
の
鮮

度
保
持
フ
ィ
ル
ム「
X
t
e
n
d
Ⓡ
」

で
包
装
。蘭
越
町
選
果
場
保
冷
庫
で

保
管
す
る
実
証
試
験
を
2
0
2
0
〜

2
0
2
1
年
度
の
2
カ
年
に
わ
た
り

行
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
83
％
以
上
の
製

　

北
海
道
産
メ
ロ
ン
は
、主
に
6
月
か

ら
10
月
ま
で
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、小
売
や
観
光
、飲
食
な
ど
の
業

界
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
、更
に

は
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
な
ど
の
冬
の
観

光
シ
ー
ン
に
も
販
売
・
提
供
が
で
き
る

商
品
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
場
の
メ
ロ
ン
は
、国
内
産
の
物
量

が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
単
価
が
高
く

な
り
、生
産
者
の
所
得
向
上
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
、ホ
ク
レ
ン
食
品
流
通

研
究
課
と
連
携
の
も
と
晩
秋
期
に
収

穫
さ
れ
る
メ
ロ
ン
の
長
期
貯
蔵
試
験
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

長
期
貯
蔵
メ
ロ
ン
の
可
能
性

過
去
2
年
間
の
取
り
組
み

写真1.　冷蔵庫（1℃）で220ケースを保存

写真2.　カビ発生リスク軽減のため、つるのアンテナ部分を切除し、切り口の汁を拭き取ってから鮮度保持フィルム「XtendⓇ」で包装



ホクレンくるるの
杜へ出荷開始。

貯蔵38日目
11/19

カビなどの発生はな
く、良質な状態で保管
されている。
食味は、肉質が硬く、十
分な甘みがあり、舌触
りの良さを確認。

貯蔵30日目

11/11
規格検査後のメロン
を鮮度保持フィルム
で包装して冷蔵庫へ
保管。

貯蔵開始

10/13
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START UP！

　

2
0
2
1
年
10
月
中
旬
に
長
期
貯

蔵
開
始
し
た
メ
ロ
ン
を
11
月
下
旬
に
出

荷
開
始
し
、「
よ
う
て
い
冬
メ
ロ
ン
」と

し
て
約
1
カ
月
間
販
売
し
ま
し
た（
ホ

ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
に
秀
品
39
ケ
ー
ス
、

ほ
か
に
秀
品
・
優
品
1
6
1
ケ
ー
ス
）

（
写
真
3
、写
真
4
）。お
客
様
か
ら
の

反
応
も
良
く
、メ
デ
ィ
ア
報
道
な
ど
も

あ
り
、認
知
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

青
果
物
の
鮮
度
保
持
に
は
、収
穫

後
も
続
く
呼
吸
の
制
御
が
重
要
と
な

り
ま
す
。こ
の
長
期
貯
蔵
技
術
で
は
、

青
果
物
の
呼
吸
量
に
応
じ
て
酸
素
や

二
酸
化
炭
素
濃
度
が
調
整
さ
れ
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
た
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム

「
X
t
e
n
d
Ⓡ
」を
使
用
し
て
い
ま

す（
写
真
2
）。こ
の
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル

ム
で
覆
う
こ
と
で
、メ
ロ
ン
を
休
眠
状
態

に
し
て
追
熟
を
遅
ら
せ
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
に
は

呼
吸
制
御
に
加
え
て
調
湿
機
能
も
あ

る
こ
と
か
ら
、カ
ビ
の
発
生
要
因
と
な

る
結
露
を
抑
え
な
が
ら
適
度
な
湿
度

を
保
つ
こ
と
が
で
き
、長
期
貯
蔵
に
適

し
た
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
1
）。

鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム
の
特
徴

よ
う
て
い
冬
メ
ロ
ン
と
し
て
販
売

　

今
回
の
実
証
試
験
に
お
け
る
長
期

貯
蔵
メ
ロ
ン
鮮
度
保
持
技
術
は
、品
質

的
に
満
足
の
い
く
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
を
出

荷
時
期
と
す
る「
よ
う
て
い
冬
メ
ロ
ン
」

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
て
、安
定
的

な
出
荷
と
増
産
の
計
画
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。　

　
今
後
の
取
り
進
め

図1. 鮮度保持フィルムによる貯蔵性評価（2021年度）

品
率
を
確
保
し
た
の
で
、2
0
2
1

年
度
は
、前
年
を
上
回
る
製
品
率
を

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、

試
験
総
数
2
2
0
ケ
ー
ス
を
１
℃
で

冷
蔵
保
管
し（
写
真
1
）、個
選
出
荷

で
2
0
0
ケ
ー
ス
だ
っ
た
た
め
、製
品

率
は
91
％
と
な
り
、目
標
を
上
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

写真4.　糖度も高く、肉質良好 写真3.　ホクレンくるるの杜での売り場風景

鮮度保持フィルムによる長期貯蔵技術では、1℃の冷蔵庫において貯蔵65日後頃までの保管が可能であることが確認された。

一部に腐敗、凹みが生じ
ている玉があったが発
生頻度は少なかった。
食味は、実に溶けが生じ
ているものがあったが、
アルコール臭は確認さ
れなかった。

貯蔵65日目
12/14

カビや果実の凹みなど
の発生はなく、良質な
状態で保管されてい
る。
一部、アブラムシによる
黒ずみの玉があった。

貯蔵45日目
11/25

カビの発生はなかっ
た。一部、凹み（ゆる
み）のある玉があった
が、果実調査では内部
侵食はなく、食味は高
評価であった。

貯蔵50日目
11/30
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ケーススタディーで知る営農のヒント 07

●転作作物としてのハトムギ栽培
●播種適期の確認と緩効性肥料による省力化を検討

生産振興カテゴリー

ハトムギの安定生産に向けた取り組み取り組み

2020～2021年度実施年度

JAたいせつ対　象

上川農業改良普及センター協力関係機関

POINT

旭川支所営農支援室実　施

　
近
年
、
健
康
ブ
ー
ム
で
注
目
の
ハ
ト
ム

ギ
は
、
国
内
需
要
量
の
約
8
割
が
輸
入

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
国
内
で
の
安
定
生
産
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
J
A
た
い
せ
つ
で
は
、湿
害
に
強
く
転

作
作
物
と
し
て
も
有
望
な
ハ
ト
ム
ギ
に
つ

い
て
、
収
量
の
安
定
化
を
課
題
に

3
0
0
kg
／
10
a
を
目
標
と
し
て
、
試

験
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
（
写
真

1
）、
将
来
的
に
作
付
面
積
の
拡
大
や
ハ

ト
ム
ギ
産
地
と
し
て
の
確
立
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

転
作
作
物
と
し
て
ハ
ト
ム
ギ
に
着
目

写真1.　ハトムギ

2
0
2
1
年
度
も
継
続
し
て
調
査

　
2
0
2
0
年
度
は
、播
種
適
期
の
検

討
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
5
月
10

日
前
後
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。2
0
2
1
年
度
は
播
種

時
期
を
や
や
早
め
た
試
験
（
4
月
28
日

播
種
）を
実
施
し
、慣
行
栽
培（
5
月
7

日
播
種
）
と
比
較
し
ま
し
た
。播
種
時

期
を
早
め
て
も
、
生
育
・
収
量
に
大
き

な
差
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、他
作
物
の

作
業
進
捗
状
況
に
応
じ
て
4
月
末
か

ら
の
播
種
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た（
表
1
）。

　

慣
行
栽
培
で
は
7
月
中
旬
に
追

肥
作
業
を
し
ま
す
が
、
省
力
化
に
向

け
て
、
緩
効
性
肥
料
D
d
s
4
8
3

を
基
肥
と
し
て
施
用
し
、
追
肥
な
し
で

栽
培
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
単
年
度

の
実
績
で
は
あ
る
も
の
の
目
標
と
し
た

3
0
0
㎏
／
10
a
を
超
え
る
収
量
を

確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、緩
効
性
肥
料

を
用
い
た
省
力
化
栽
培
の
有
効
性
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た（
表
2
）。
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START UP！

ハ
ト
ム
ギ
生
産
体
制
確
立
を

目
指
す

表1. 播種適期確認試験（2021年度）　
①耕種概要など

③作業月日と生育期節

④生育調査の結果

②施肥量（kg/10a）

試験区

慣行区
泥炭土 64.2a 66 17.5 8.658

播種量

5kg/10a

土壌 試験面積 畝幅（cm) 株間（cm) 株数（10a)試験区分

試験区

慣行区

10月5日

10月5日

7月25日

7月25日

5月19日

5月22日

4月28日

5月7日

出穂日播種日 出芽日 収穫日試験区分

草丈（cm）

葉数（枚）

草丈（cm）

葉数（枚）

稈長（cm）

稈長（cm）

穂数（本）

穂数（本）

6月11日 6月14日 7月8日 7月30日

収穫量（kg/10a） 対比

288 114％

253 100％

9月28日

8.2 16.0 58.3 174.5 193.3

1.5 4.7 5.6 － 13.3

8.0 17.0 67.4 190.0 203.7

1.5 4.6 5.9 － 14.1

生育調査試験区分

⑤収量調査の結果

試験区

慣行区

試験区分

S121

合計

BBNK17

50

20

5.0

9.0

4.0

10.0

10.0

5.0

7.0

2.0

1.5

1.5

リン酸施肥量 窒素 カリ 苦土使用肥料

表2. 緩効性肥料効果確認（2021年度）　

基肥　Dds483 80 11.2 14.4 10.4

施肥量（kg/10a） 窒素 リン酸 カリ 収穫量（kg/10a）

348

試験区

慣行区 　
2
0
2
0
年
度
は
、播
種
適
期
の
検

討
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
5
月
10

日
前
後
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。2
0
2
1
年
度
は
播
種

時
期
を
や
や
早
め
た
試
験
（
4
月
28
日

播
種
）を
実
施
し
、慣
行
栽
培（
5
月
7

日
播
種
）
と
比
較
し
ま
し
た
。播
種
時

期
を
早
め
て
も
、
生
育
・
収
量
に
大
き

な
差
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、他
作
物
の

作
業
進
捗
状
況
に
応
じ
て
4
月
末
か

ら
の
播
種
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た（
表
1
）。

　

慣
行
栽
培
で
は
7
月
中
旬
に
追

肥
作
業
を
し
ま
す
が
、
省
力
化
に
向

け
て
、
緩
効
性
肥
料
D
d
s
4
8
3

を
基
肥
と
し
て
施
用
し
、
追
肥
な
し
で

栽
培
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
単
年
度

の
実
績
で
は
あ
る
も
の
の
目
標
と
し
た

3
0
0
㎏
／
10
a
を
超
え
る
収
量
を

確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、緩
効
性
肥
料

を
用
い
た
省
力
化
栽
培
の
有
効
性
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た（
表
2
）。

　
こ
れ
ま
で
の
試
験
栽
培
を
ベ
ー
ス
に

2
0
2
1
年
3
月
11
日
「
J
A
た
い
せ

つ
ハ
ト
ム
ギ
生
産
部
会
」
の
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
生
産
者
・
J
A
・
関
係
団

体
が
連
携
し
て
ハ
ト
ム
ギ
生
産
と
収
量

の
安
定
化
、
品
質
の
高
位
平
準
化
を
目

指
す
も
の
で
、
30 

ha
規
模
への
拡
大
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ト
ム
ギ
を
原
料
に
グ
ラ
ノ
ー
ラ
や

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
な
ど
新
た
な
加
工
品
の

ほ
か
、
品
質
向
上
を
前
提
に
生
薬
や
化

粧
品
原
料
と
し
て
の
活
用
も
検
討
さ
れ

て
お
り
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
で
地
域

に
適
し
た
栽
培
技
術
を
確
立
し
、
ハ
ト

ム
ギ
生
産
体
制
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
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ケーススタディーで知る営農のヒント 08

●カットブレーカーなどの施工による透排水性・土壌物理性の改善
●2020年度の岩見沢の事例報告

生産振興カテゴリー

透排水性・土壌物理性改善の取り組み取り組み

2020～2022年度実施年度

北海道内の9JA対　象

農研機構、全道の農業改良普及センター、株式会社北海コーキ協力関係機関

POINT

函館・倶知安・札幌・岩見沢・留萌・旭川・稚内支所営農支援室実　施

外
　
観

穿孔暗きょ機
「カットドレーン」

全層心土破砕機
「カットブレーカー」

特
　
長

土
壌
断
面

　

農
研
機
構
と
株
式
会
社
北
海
コ
ー

キ
が
開
発
し
た
全
層
心
土
破
砕
機

「
カ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
」は
、①
資
材
準
備

が
不
要
、②
従
来
の
補
助
暗
き
ょ
技
術

よ
り
深
層
ま
で
改
良
可
能
、③
適
用

可
能
な
土
壌
条
件
の
拡
大
と
い
う
特

長
が
あ
り
、ほ
ぼ
全
て
の
土
壌
に
対
し

て
排
水
改
良
が
で
き
ま
す（
写
真
1
・

図
1
）。

　
「
カ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
」は
、土
の
硬

　

近
年
、北
海
道
で
も
豪
雨
や
長
雨
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
、畑
作
物
の

減
収
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

土
が
硬
く
締
ま
っ
て
い
る
と
圃
場
に

水
が
滞
留
す
る
な
ど
作
物
の
生
育
に
大

切
な
根
の
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、圃
場
の
透
排
水
性
な
ど
、土
壌
物

理
性
を
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

圃
場
の
改
善
対
策
に
は
、暗
き
ょ
や

心
土
破
砕
な
ど
の
基
盤
整
備
が
あ
り

ま
す
が
、経
済
性
な
ど
か
ら
生
産
者
自

身
で
実
施
で
き
、多
様
な
土
壌
条
件
に

対
応
で
き
る
排
水
改
良
用
施
工
機
の

開
発
が
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

気
候
変
動
等
に
も
対
応
可
能
な

土
壌
づ
く
り
の
た
め
に

土
壌
に
合
わ
せ
た

透
排
水
性
の
改
善

写真1.　カットブレーカー施工の様子図1.　排水改良ラインアップ「カットシリーズ」の概要

●70㎝深までに10㎝角の通
　水空洞を構築
●排水路から穿孔でき無材の
　暗きょを構築

●70㎝深までに通気性透水性
　改善のV字破砕溝を構築
●V字砕溝横の山型未破砕部
　が地耐力と保水性を確保

土塊を
持ち上げ

土塊を
横に移動

通水溝

通水空洞

V字破砕溝
山型

未破砕部
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2
0
2
1
年
度
は
、全
道
5
地
区
で

カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
、3
地
区
で
カ
ッ
ト

ド
レ
ー
ン
に
よ
る
施
工
を
行
い
ま
し
た

が
、干
ば
つ
基
調
で
作
物
へ
の
効
果
は
判

然
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

2
0
2
0
年
と
2
0
2
1
年
の
J
A
い

わ
み
ざ
わ
管
内
の
玉
ね
ぎ
生
産
者
圃
場

で
の
実
証
試
験
に
つ
い
て
、土
壌
物
理
性

改
善
効
果
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ひ
と
つ
め
の
試
験
は
2
0
2
0
年
の

春
に
実
施
し
ま
し
た
。地
下
15
〜
25　
cm

に
耕
盤
層
と
考
え
ら
れ
る
緻
密
な
層

が
あ
る
圃
場
に
お
い
て
、慣
行
区
で
は

サ
ブ
ソ
イ
ラ
と
パ
ラ
ソ
イ
ラ
ー
を
用
い

て
地
下
40 
cm
程
度
、試
験
区
で
は
カ
ッ

ト
ブ
レ
ー
カ
ー
で
地
下
45 

cm
以
降
ま
で

の
心
土
破
砕
を
施
工
し
ま
し
た（
写
真

2・図
2
）。

　
そ
れ
に
よ
り
、図
3
の
通
り
、土
壌
の

耕
盤
層
が
破
壊
さ
れ
、土
壌
物
理
性
の

　

2
0
2
2
年
度
も
全
道
5
地
区
で

カ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
施
工
に
よ
る
生
産

性・収
量
向
上
効
果
や
多
湿
由
来
病
害

の
軽
減
効
果
に
つ
い
て
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、1
地
区
で
は
、牧
草
地
に
お
け

る
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
の
有
効
な
施
工
時

期（
春・秋
）の
検
討
や
植
生
維
持
効
果

に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
か
ら
良
好
な

事
例
に
つ
い
て
今
後
も
継
続
し
て
紹
介

し
ま
す
。

今
後
の
取
り
進
め

岩
見
沢
の
玉
ね
ぎ
圃
場
で
の
試
験

写真2.　心土破砕施工後の土壌断面

図2.　カットブレーカーの施工原理

さ
や
土
性
に
合
わ
せ
た
工
法
を
使
い
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。土
壌
条
件
に

適
し
た
パ
ー
ツ
を
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に

セ
ッ
ト
し
、無
資
材
で
の
心
土
破
砕
や

暗
き
ょ
構
築
ま
で
対
応
可
能
で
す
。現

在
、全
道
各
地
に
お
い
て
作
物
や
施
工

時
期
が
異
な
る
圃
場
で
の
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

慣行区

施工前（4/13） 施工後（4/14） 収穫後（9/3）

深
さ（
㎝
）

幅（㎝） 幅（㎝） 幅（㎝）

幅（㎝） 幅（㎝） 幅（㎝）

試験区

改
善
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
験
区
で
は
、こ
の
効
果
は
玉
ね
ぎ
の

収
穫
後
ま
で
継
続
し
て
い
ま
し
た
。作

物
の
収
量
は
、試
験
区
で
大
玉
傾
向
で

あ
り
、総
収
量
で
慣
行
比
1
2
5
％
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、単
年
度

1
圃
場
の
結
果
で
あ
り
、事
例
を
積
み

重
ね
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
秋
に
施
工
し
た
試
験

で
は
、施
工
後
の
前
述
の
圃
場
と
同
様
に

土
壌
が
膨
軟
に
な
り
ま
し
た
。融
雪
後
、

土
壌
硬
度
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、冬
期

間
の
雪
の
重
み
に
よ
り
や
や
硬
く
な
って

い
た
も
の
の
心
土
破
砕
効
果
が
維
持
さ

れ
て
い
ま
し
た
。秋
施
工
に
よ
り
春
作
業

の
軽
減
が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

切断刃

持ち上げ板

持ち上げて破砕

非破砕部図3.　土壌断面の土壌硬度（山中式硬度計）　　　　図中の破線部は20kg/㎠を超える硬い層を表している

慣
行
区

試
験
区

硬度（㎏/㎠）

24 －28 20 －24 16 －20 12 －16 8 －12 4 －8 0 －4

硬 軟

施工前（4/13） 施工後（4/14） 収穫後（9/3）

深
さ（
㎝
）



START UP!

●ニラの効率的処理による作業省力化体系の構築
●転炉スラグの病害軽減効果の確認
●畑作物（大豆・小麦）の収量向上への土壌排水性改善
●炭酸ガス施用によるトマト収量向上に向けた試験
●小豆における真空播種機を活用した栽培法の検討
●トマト栽培における環境モニタリングシステムの実用性確
　認と情報共有
●空知産新生姜の安定生産・安定販売
●オホーツク酪農体験ツアーの開催
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START UP!

アグリポート別冊

営農支援対策取り組み成果集

No.27 別冊

2020

No.33 別冊

2021

ケーススタディーで知る営農のヒント

掲載内容

掲載内容

2020年の内容はこちらから 2021年の内容はこちらから

●真空播種機を使用した播種法の検討（飼料用とうもろこし）
●温風式子牛加温装置「ぽかぽかウォーマー」の開発と普及
●隔離床養液栽培システム「うぃずOne」による水稲育苗ハ
　ウスの有効活用と所得向上への取り組み
●水稲育苗ハウスを活用した高糖度トマトの栽培
●「菌密度診断サービス」を活用したアブラナ科野菜の根こ
　ぶ病対策
●「無代かき栽培」と「乾田直播栽培」の導入による新たな生
　産技術の確立と普及
●分かりやすい冊子やリーフレットを活用した酪農技術の普及
●農作業パートの確保・拡充に向けた募集イベント
●JAとまこまい広域「農業パート募集説明会」を開催
●労働力不足解消に向けた新たな取り組み「ボラバイト」
●農作業の外部委託増加に応える新
　たな企業とのマッチングや人材育
　成の支援
●Webサイトを活用した労働力確保

ホクレン　アグリポート

生産現場のさまざまな課題解決の取り組みをご紹介する「START UP!」
道内各地の優良事例の中には、より効率的な営農のヒントや、新たな挑戦の種が
散りばめられています。2020年、2021年発行の「START UP！」はホクレンホームペ
ージからご覧いただけます。ぜひ、営農情報誌「アグリポート」と合わせて、ご活用
ください。 


